
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１３  令和８年３月２４日発行 

厚岸町立真龍小学校 学校便り 

日 曜 ４月の主な行事 

1 水  

2 木  

3 金 PTA役員会（18：30） 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火 特別支援学級保護者会(18：00） 

8 水 入学式準備  6年生前日登校 

9 木 着任式 前期始業式 入学式 

10 金 短縮日課 二計測（３～6年） 

11 土  

12 日  

13 月 
グラウンド開き（朝の真小 T） 

二計測（１・２年） 

14 火 短縮日課 視力検査(４～６年） 

15 水 
1年生給食開始 交通安全教室 街頭指導 

通学自転車指導（中休み）視力検査(１～３年） 

16 木 
短縮日課 聴力検査（３・５年） 

参観日 PTA総会 学級懇談会  

17 金 短縮日課 聴力検査（１・２年） 

18 土  

19 日  

20 月 歯科検診（６・５年） 

21 火 短縮日課 防犯教室（２～６年）  

22 水 
自主勉強交流（真小 T）知能検査（３・５年） 

歯科検診（１・２年）児童委員会 

23 木 短縮日課 全国学力・学習状況調査 

24 金 短縮日課  

25 土 
 

 

26 日  

27 月 
児童朝会（委員長任命） 歯科検診（３・４年）

全国学力・学習状況調査(オンライン児童質問実

施) 児童委員会 

28 火 短縮日課 1年生を迎える会 

29 水 昭和の日 

30 木 

短縮日課 避難訓練（火災） 

 

【学校の教育目標】 

 ☆心と体をきたえる子 

 ☆美しい心をもつ子 

 ☆考えて行動する子 

 ☆生き生きと学ぶ子 

新たな１年に向かって 
校 長  廣 瀬  巧 

 

この冬は、大雪に見舞われることが少なく、比較的穏やかだったように思います。去

る１９日に４０名の６年生が卒業しました。６年間、子ども達の人生の半分を過ごした

小学校生活です。それぞれに思い出は多いことだと思います。入学して早々に、新型コ

ロナウィルス感染症の流行で、一斉臨時休業を迎えた子どもたちです。記憶では、ゴー

ルデンウィーク明けまでが休業期間でした。本来ならその間に身に着ける学校生活のあ

れこれを少し遅れて学んだことになります。大人の少しと子どもの少しは随分異なりま

すので、卒業生も苦労しながら生活したに違いありません。その後も様々な行事が中止

になったり、縮小されてきた頃ですから、学校教育の転換期を過ごした学年とも言えま

す。そうした中でも、それぞれの子どもが学びを通して、体も心も大きく成長したこと

に大きな喜びを感じますし、これからの成長が楽しみでもあります。 

 

随分前の話にも思えますが、今年度は、大阪・関西万博が開催されました。前回との

比較が盛んに報道されていましたが、子どもたちや家の方にとっては、まだ生まれてい

ない時代の話ですから「昔話」に類するものでしょう。自分が子どものころはそうした

話を聞くと、すごいなとかいいなとか憧れをもったものです。現代は情報が多くいつで

も自由に情報を調べたり確認したりできるので、そうした憧れは少なくなっているのか

もしれません。また、流行の速度も加速し、流行ったと思えばすぐ消える、あるいは流

行る前にすぐ消えるというものもとても多くなっています。かつて高価だったカメラ、

ビデオ、オーディオ機器でさえ、小さな子どもでも使えるようになっています。こと情

報の入手については、進化の一途をたどり、相当に便利な世の中となりました。技術の

進歩も同様です。技術者の夢だった「いつかは二足歩行のロボットを」は現実となり、

今では、会話やダンスもできるロボットも登場しています。科学技術の進化の速度はこ

れからも増していくことでしょう。 

子ども達はこれからも加速度的な変化を続ける世の中で成長し、やがて社会を担って

いくことになります。子ども達が最先端技術の作り手となることも十分に考えられます。

子どもたちのこれからの成長の過程では、生成ＡＩなどの最新技術を実際に使う機会も

多くなることが予想されます。その中にあって、大切にしてほしいことは、心の豊かさ

でもあります。例えば、故郷を大切に思う気持ち、人に対する思いやりや寛容の心、よ

りよい行動を行おうとする節度、誠実に人と関わろうとする心情…。社会全体があわた

だしくなったり、忙しさや気ぜわしさが大きくなったりすると、心の余裕がなくなりが

ちです。どっちりと落ち着いて大らかに生活できる心を持った大人に成長していってほ

しいと願います。 

そのためにも、小学校での生活を充実させ、頭も心も体も鍛えてほしいと思います。

春休み中は、新学年に向けて新たな気持ちになるよいきっかけです。何でもかんでも完

璧に、ということはとてもとても大変なことですし、長続きしません。これだけは、ま

ずはこれ、次にこれ、というように取り掛かる順番や深さを決めて目標をもった生活を

続けてくれることを期待しています。 

保護者の皆様におかれましては、本校の教育活動に際しまして、ご理解とご協力をい

ただきましたことに改めてお礼申し上げます。今後も引き続きのご協力をお願いいたし

ます。一年間ありがとうございました。 

４月の帰宅時刻 17：００ 

この時間以降の外出は保護者同伴をお願いします。 
児童の下校時刻に合わせて，また夏冬春休み

中は日中家の外に出て，庭作業や掃除などを行

いながら，同時に児童の見守りを行う「ながら

見守り」への協力をお願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度の人事異動により，本校から８名の教職員が転出することになりま

したので，お知らせします。 

明日から春休みになります。春休み期間中も，土曜日，

日曜日以外は，教職員が勤務しております。ご用の際は，

いつでもお気軽にご連絡ください。 

春休み中は，進学・進級のための大事な準備の期間でも

あります。家庭学習の習慣を崩さないために，時間を決め

て机に向かう時間を決めたり、お子さんに必要な学習に取

り組んだりするよう，ご家庭でもご配慮お願いいたしま

す。 

新学期は４月９日（木）からです。始業式の朝玄関に掲

示される、新しい学年の担任や児童名簿を確認したのち、

各教室へ移動してください。 

沼口 夕美 教諭 ～浜中町立散布小学校へ～ 

体育館に集まった 260名ほどの子ども達の多さに驚き、小さな学校での勤務が多かっ

た私は、不安な気持ちでスタートしたのが、8年前の始業式です。元気のよい子ども達、

暖かく見守ってくださる保護者・地域の皆様に支えられ、厚岸町ならではの活動ができ、

楽しく過ごすことができました。長い間、お世話になりました。ありがとうございまし

た。 

和田 賢志 教頭 ～弟子屈町立川湯小学校へ～ 

教頭として 3年間、大変お世話になりました。子ども達の笑顔と、温かい保護者・地域

の皆様、そして支えてくださった教職員に恵まれ、充実した日々を過ごすことができまし

た。心より感謝申し上げます。今後も真龍小学校がますます発展し、子ども達の健やかな

成長の場であり続けることを願っております。 

栗原 秀明 教諭 ～釧路市立東雲小学校へ～ 

真龍小学校では、５年間勤務をさせていただきました。優しくて頑張り屋の子供たち、

温かく理解力のある保護者の皆様に囲まれて、とても幸せで充実した５年間でした。子供

たちと一緒に学習したことや遊んだこと、お話をしたことなどは、私にとってかけがいの

ない宝物です。みなさんに出会えたことに感謝しています。真小で学び、培ったものを次

の学校で生かしていきたいと思います。本当にありがとうございました。 

３月１９日（木）に第１２５回卒業証書授与式を挙行し、４０名の卒業生が巣立っていきました。 
卒業生は立派な振る舞いで式に臨み，学校長から卒業証書を受け取ると共に，一人一人が将来に

向かっての決意やこれまでの感謝の気持ちを述べるなど，感動に満ちた授与式となりました。 
６年生の呼びかけは，一人一人がこれまで培ってきた思いや感謝の気持ちが伝わる，素晴らしい

ものとなりました。 
さて，４月からはいよいよ中学校生活が始まります。卒業生のこれからのますますの飛躍を，心

から祈念いたしております。 
真龍おはなし隊・学校司書の【今月のおすすめ本】  
学習まんが人物館『スティーブ・ジョブズ』 

 

監修／大谷 和利 

まんが／川上 淳志（小学館） 

真龍おはなし隊 持家 恭子 

 

6年生最後の授業参観では、各々が興味のある伝記
を選び、その人物の行動や考え、生き方を発表してく
れました。そこで、私も、21世紀の天才を紹介した
いと思います。 

 

スティーブ・ジョブズは、みんなが毎日使っている
iPadや iPhoneを作った人です。 

パソコンが部屋くらいの大きさがあり、使う人が限
られていた時代に、どんな人でも使いやすくデザイン
にこだわった、新しいパソコンを作ります。りんごの
ロゴで有名なアップル社を立ち上げますが、ある日自
分の会社を首になります。でも、この辛い経験が、ジ
ョブズの更なる快進撃に繋がっていきます。 

「誰も将来を見通して経験を積むことはできませ
ん。過去を振り返った時にのみ、あの時の経験が生か
されているということを知るのです。ですから、今行
なっていることが、きっと将来に実を結ぶと信じて前
へ進むしかありません。」と、ジョブズは後に言って
います。 

ジョブズは確かに頭の良い天才であったかも知れま
せんが、失敗を糧に前に進み続ける生き方や物事を違
う角度から見る考え方こそが成功への大きな秘訣に
なっている事が分かります。 

 

この春、卒業や進級される皆さ 

んにぜひ読んで、自分を信じる事 

の大切さを感じて欲しいです。 

 

※学校図書館に所蔵があります。 

 

 

横田 怜大 教諭 ～釧路市立武佐小学校へ～ 

真龍小学校での６年間、楽しく充実した日々を過ごすことができました。それも、児

童の皆さんや保護者の皆様に支えていただくことができたからこそと思っています。本

当にありがとうございました。元気いっぱいな子どもたちと過ごす中で、私自身も学ぶ

ことがたくさんありました。異動することは寂しいですが、真龍小学校の皆さんがこれ

からも笑顔で学校生活を送ることができるように、新たな場所から願っています。６年

間本当にお世話になりました。 

 

工藤 崇之 教諭 ～釧路市立釧路小学校へ～ 

真龍小学校で５年間、みなさんとともに歩むことができ、感謝の気持ちでいっぱいで

す。担任として、「にじいろ」「ぴっかぴか」「チャーハン」の３年間、教務フリーとして

全校の子どもたちとお話できた２年間は、挑戦と発見、そして成長の連続でした。子ど

もたち、保護者の皆様との出会いにより、教師として関わることの喜び、ともに学ぶこ

との大切さ、人として成長することのすばらしさ実感することができました。厚岸町で

学び、培ったものを新たな場所で生かしていきます。ありがとうございました。 

高橋 夢奈 養護教諭 ～浜中町立霧多布小学校へ～ 

真龍小学校で過ごした 6年間、保護者の皆様には様々な場面で大変お世話になりまし

た。子どもたちの笑顔や一生懸命物事に取り組む姿勢から、毎日たくさんのエネルギー

をもらった幸せな 6年でした。子どもたちの健康と健やかな成長を、真龍小を離れた後

もずっと願っています。本当にありがとうございました。 

佐々木 政太郎 事務職員 ～釧路町立遠矢中学校へ～ 

保護者の皆様、地域の皆様には書類の提出など快くご協力いただきありがとうござい

ました。母校の真龍小学校で６年間勤務することができ、感謝の気持ちでいっぱいです。

真龍小学校で学んだことを生かし、次の学校でも頑張って仕事をしていこうと思います。

大変お世話になりました。ありがとうございました。 

高橋 亜紀 学級支援員 ～厚岸町立真龍中学校へ～ 

真龍小学校に戻ってきて 1年ですが、4月からは真龍中学校で勤務することになりま

した。この 1年、子ども達と楽しく過ごし、元気をもらい、笑顔に癒やされてきました。

皆さんに出会えたこと、忘れません。短い間でしたが、本当にありがとうございました。 

※ 近野 七夕教諭は、この度、産前・産後育児休暇に入ります。 

令和 10年度の復帰を予定しています。 


